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Ⅰ．目的
人格形成の基礎を培う乳幼児期の保育・教育

を担う保育者には，その資質として自らの人権
意識を振り返り，向上させていくことが重要で
ある．これには、一度研修を受けたから，それ
で人権感覚が磨かれた，意識が向上したという
ものではなく，自らの人権感覚を繰り返しチェッ
クして確かめ，向上させていく作業が必要とな
る．　

そこで，足立区教育委員会においては，保育
者の人権意識向上を図ることを目的とした人権
研修会が毎年開催されている．昨年（平成 27 年）
12 月に開催された研修会では，筆者の経験や考
え等を述べる機会を得た．

研修会に対する筆者の理念の一つは，乳幼児
の人権を守ることは，それぞれの年齢にふさわ
しい発達が保障されることに他ならないことを
伝えることである．そこで，各年齢・発達にお
いて必要な保育者のかかわりのポイントを具体
的に示すようにした．また，もう一つは，保育
者が人権課題をできるだけ身近なものとして捉
えられるようにすることである．そのために，
実際に起こった事例を用いて，乳幼児の思い，
問題点，改善策等を保育者同士が考えあえるよ
うにした．

実施後のアンケートでは，参加者 90 名それぞ
れが人権課題を身近なものに感じることができ
たことが明らになった．

このレポートは，以上の内容を報告するもの
である．

Ⅱ．報告
１．講義内容

講義内容の概要は，下記　表 A の通りである．

表 A　講義内容
（１）人権擁護のための歴史的な動き・

何故人権研修なのか背景等にふれた
（２）乳幼児の人権について，２つの視点から

ふれた
①子どもの人権を守る
②子どもの人権力を育む

（３）保育における課題を具体例を通して考え
られるようにした

（４）人権感覚をみなおすことについてふれた

前述の目的に記したが、研修会の理念の一つ
は，乳幼児の人権を守ることは，それぞれの年
齢にふさわしい発達が保障されることに他なら
ないことを伝えることである．これについては，
上記表 A の（２）①において伝えたが，具体的
には、足立区教育委員会が保育・教育の充実に
向けて策定したガイドライン“足立っ子すくす
くガイド”を引用しながら各年齢にふさわしい
保育者のかかわりのポイントを話した．（足立区
教育委員会「足立っ子すくすくガイド」2009）

また，もう一つの理念は保育者が人権課題を
できるだけ身近なものとして捉えられるように
することである．これについては具体例を挙げ、
自らの問題として考えられるようにした。内容
については，後述【資料】を参照されたい．

 要約：虐待，体罰，いじめ等子どもを取り巻く人権侵害が後を絶たない．人格形成の基礎を培う
乳幼児保育・教育施設においては，保育者は，誰でもが差別意識や偏見をもちうるということを
自覚して，常に自分自身の人権感覚を磨くことが必要である．そこで、足立区教育委員会では，
公私立全ての乳幼児保育・教育施設の保育者を対象に毎年、人権研修を行っている．平成 27 年
度の研修会へは90名ほどの保育者が参加した．筆者は，研修会において具体例を含めた講義を行っ
たが，保育者は，具体例を通して身近に人権課題を捉えることができたものと思われる．これは
その一端を報告するものである．
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２．受講者のアンケート結果
研修会受講者のアンケート（人権研修受講報

告書）は，足立区教育委員会の作成による．内
容は以下の通りである．

表 B　アンケートの内容
（１）  研修内容が今後の保育に向けて
　　ア　参考となった
　　イ　参考となる部分があった
　　ウ　あまり参考とならなかった
( 記述式 ) 参考となった点についてお書きくだ
さい．

（２）  研修で学んだことを今後の保育にどう活
かしていきますか．（具体的にお書きく
ださい）

【結果】
回答数（N）　90
参考となったか否か
　　ア　参考となった	　　　　　　　 83
　　イ　参考となる部分があった　　　6
　　ウ　あまり参考とならなかった　　0
　　無回答　　　　　　　　　　　　　1
参考となった点について（自由記述）
※「　」内は，記述例

①人権について
○差別意識は誰にでもあるということ（N10）

「“誰にでもある差別意識”という話が綺麗ご
とではなくて，とても共感できました．」

「誰にでも差別する心はある，その中で自分と
どう向き合うかを問い続けていく意識が大切
という話は，今後，保育をする上でも人とし
て生きていく上でも心に刻んでおきたいと感
じた」　等
○人権課題について広く学ぶことができた（N7）

「人権課題には差別や偏見等を含め様々なもの
があるが，特に最近は子どものいじめ，虐待
等の問題が日々ニュース等で取り上げられて
いる中，日常保育の中での子どもたちの人権
を難しく捉えず，常に身近にあるものとして
意識し，考えていかなければならないという
ことを改めて感じることができた」
等

②保育において
○子どもの人権を守ることは保育の根幹であ

るということ（N31）
「一人一人の乳幼児が一人の人間，人格をもっ
た存在として尊重される保育をすることが大

切であること，保育者の価値観で決めつけず，
一人一人の思いを受け止め，ありのままの姿
を温かい目で見取り，子どもの心の動きに寄
り添っていくことが大事だということが参考
となった」

「一人一人の子どもに丁寧にかかわり，発達を
促すことが乳幼児の人権を守ることにつなが
るということが参考となった」　等
○子どもに人権力を育むということ（N24）

「尊敬，公平，反偏見を育てていくことで，子
ども自身の人権力を育てていくことにつなが
るということを意識して保育をしていかなく
てはいけないと今回の研修で改めて感じた」

「子どもたちは社会的偏見と無縁ではないとい
うことを聞いて，今，いろいろな国の子ども
たちが増え，様々な違いがあるので，子ども
たち一人一人に人権を大切にする心を育てて
いくことが大切だと改めて学んだ」　等
○具体的事例を通して，自分の保育を振り返

ることができた（N40）
「実際にあった事例を基に話があり，わかりや
すかった．私にもまだまだ固定観念に捉われ
ているところがあるので，はずしていけるよ
う努力したいと思った」

「事例を聞いていると，何気ない場面でも，
ちょっとした言葉かけや態度がどれだけ子ど
もたちに影響を与えてしまうのかということ
がとても勉強になり，自分も気を付けていか
なくてはと思いました」

「様々な事例が出ていたので，実際に自分の立
場になって考えることができた」　等

③学んだことを今後の保育にどう活かしていくか
○自分自身の人権感覚を振り返ったりチェッ

クしたりしながら保育を行う．（N57）
「何気ない会話や態度をその都度見直して，自
分の人権感覚をチェックし，職場内でも問題
点を話し合いながら，人権に対する意識の共
有を図っていく」

「自分の人権感覚という点では，やはり普段
何気なく使ってしまっている言葉や雰囲気と
いうものを見直していかなければならないと
思った」

「保護者に対しても『○○しなきゃ』と，説教
がましくなるのではなく，子どもの成長して
いるところを伝えながら，前向きになれるア
ドバイスができるように心がけていきたいと
思う」
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「自分の人権感覚を見直し，子どもたちのかか
わりの中で子どもの思いを考えながら言葉か
けやかかわり方に気を付けていきたいと思う」

「自分の人権感覚を見直すこと．無意識や慣れ，
社会的観念をもう一度考え，見直さなければ
と思いました．保育者一人の言葉かけや対応
が，どれほど，影響を与えるかしっかりと振
り返り考えていきたいです」　等
○職員全体で自分たちの保育を振り返りなが

ら人権を意識していけるようにする．（N30）
「事例を参考にしながら皆で話し合う機会を設
け子どもの人権を守る保育の定着につなげて
いきたい」

「職場でもこの学びを共有し，職員の認識を共
通にしていきたいと思う」

「自分だけでなく，職場内での言葉のやりとり
や相手を尊重するかかわり等気付いたら声を
かける勇気をもちたいと思った」

「“人権感覚チェックリスト”を活用し，全職
員で人権感覚の見直しをしていきたい」　等

Ⅲ．考察
１．足立区教育委員会が策定したガイドライ

ン「足立っ子すくすくガイド」は，各年齢
ごとの発達と必要な経験内容，保育者・保
護者のかかわり等を具体的に示したもので
あり，保育者の多くは，指導計画を作成す
る際，これを参考としている．

その内容を人権課題という側面から捉え
なおして伝えたことにより，保育者にとっ
ては，人権課題が特別のことではなく，日
常的なものと感じられたのではないかと考
える．

２．保育における課題は，実際に起こった事
例や聞き及んだ事例等を取り上げ、乳幼児
の気持ちや問題点等を保育者同士が考えあ
えるようにした．（但し，階段状の会場であっ
たため，隣同士に限られた）

感想の中に，「実際にあった事例を基に話
があり，わかりやすかった．私にもまだまだ
固定観念に捉われているところがあるので，
はずしていけるよう努力したいと思った」な
どと書かれていることからも，自分の人権感
覚や意識を身近に，且つ客観的に考えること
ができたのではないかと思われる．

Ⅳ．課題
階段形式の研修会場であったため，意見交換

等は難しかった．今後は，保育者同士がグルー
プワークをするなどして、考え合う時間や場が
とれるような工夫をすることも必要かと思われ
る．また、ビデオ教材等の視聴覚教材を活用す
る研修の在り方も考え，さらに人権意識の向上
を図ることが求められる．

【資料】
配付した資料及び講義の内容について下記に

記す．
１．人権擁護のための歴史的な動き等

日本の社会を取り巻く人権課題は，高齢者，
外国人，女性，子ども，アイヌの人々，ハンセ
ン病の方々等々を対象に様々にある．また，北
朝鮮による拉致問題や，近年では SOGI である
人々の人権課題などもクローズアップされてい
る．

人権侵害の最たるものには戦争があるが，近
代の日本においては第二次世界大戦が起こり，
昭和 20 年 8 月に終結した．戦後、国民は大変な
生活，苦労を強いられ，人権も侵害された．そ
の最中，昭和23年12 月10日国連第3回総会で「世
界人権宣言」が採択された．第１条には，「すべ
ての人間は生まれながらにして自由であり，か
つ尊敬と権利とについて，平等である．人間は
理性と良心とを授けられており，互いに同胞の
精神をもって行動しなければならない」とある．
そして，この採択を記念して，12 月 10 日が「人
権デー」とされている．これは世界共通である．
さらに，日本においては，法務省と全国人権擁
護委員連合会が，昭和 24 年から 12 月 10 日を最
終日とする１週間，即ち 12 月 4 日から 12 月 10
日までを人権週間と定めている．

毎年，この期間には，各関係機関及び団体の
協力の下，世界人権宣言の趣旨，及びその重要
性を広く国民に訴えかけるとともに，人権尊重
思想の普及高揚を図るため，全国各地において
シンポジウムや講演会，座談会，映画会等を開
催するほか，各種のメディアを利用した集中的
な啓発活動が行われている．

しかし，こうした啓発活動がなされても，残
念ながら人権に関わる問題が無くなることはな
い．どちらかと言えば，増加傾向にあると言える．
いじめによる自殺，これは子どもばかりではな
い．死に至らしめるまでの子どもへの虐待，あ
るいは高齢者への虐待，パワーハラスメントや
セクシャルハラスメント，外国人へのヘイトス
ピーチ，障害者への差別等，枚挙にいとまがない．
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領」2014）
「幼稚園教育要領」には，人権という文言は使

われてはいないが，幼児一人一人を尊重するこ
とが重要であることには変わりない．（文部科学
省「幼稚園教育要領」2008）

保育は，一人一人の乳幼児が発達に必要な
経験を自ら得ていけるように援助する営みであ
る．そのためには，○一人一人の乳幼児が一人
の人間，人格をもった存在として尊重されるこ
と　○自ら環境に働き掛けて自分を十分に発揮
し，必要な体験を得ていく主体的な活動が促さ
れるようにすることが大切である．

この保育の営みを考えると，子どもの人権を
守るということは，乳幼児一人一人を大切にし
て，一人一人に豊かな育ちを促すことに他なら
ない．即ち，安全で清潔な環境の下に，それぞ
れの発達の時期に応じたふさわしい保育・教育
が保障されるということである．
（ここで「足立っこすくすくガイド」について

ふれた）
保育者の役割は，乳幼児の発達に応じて多様

であるが，最も大切にしたいことを三つ述べる．
一つは，一人一人の乳幼児に温かい関心を寄

せて見守ることである．幼児期は，具体的な生
活経験をもとにして様々な力を自分なりのやり
方で身に付けていく．保育者の目からみると意
味のない行動に見えることもその幼児の育ちに
とっては必要な行動であることもある．また，
一人一人の乳幼児に信頼を寄せ，期待をもって
見守ることで，幼児は安心して自分らしさをだ
せるようになる．その子らしさを大切にするこ
とは，その子の人格・人権を尊重することである．

二つ目は，一人一人の心の動きに応答するこ
とである．幼児期は，生活の中で親しんでいる
大人，親や保育者の生活態度や言動を模倣した
り，そのまま，自分の行動に取り入れたりする
傾向が強い時期である．身近な大人の言葉や動
き，反応などを心の拠り所として自分の行動を
決めたり考えたりもする．つまり，保育者の応
答の仕方が幼児の意欲や態度，心の豊かさ等を
育てる上で重要な役割を果たしている．幼児が
園庭の霜柱に歓声をあげている時，一心に縄跳
びに挑戦している時等々，その感動や気持ちを
受け止め，共感し応答することが幼児の興味や
関心を広げ，育ちを促すのである．ここで大切
にしたいことは，物事の良し悪しや知識を伝え
ることでなく，幼児の心の動きにレスポンスす
ることである．

子どもに焦点を当てると，日本においては，
昭和 26 年 5 月 5 日に児童憲章が制定され，「児
童は人として尊ばれる，児童は社会の一員とし
て重んぜられる，児童はよい環境の中で育てら
れる」と，すべての児童の幸福が願われている．
ところが，子どもにおいても，前述したいじめ，
虐待，体罰，貧困，搾取等様々な人権侵害が起こっ
ている．

さらに，人格形成の基礎が育まれる乳幼児保
育・教育における人権課題を考えると，保育者
による体罰，言葉の暴力，偏見，差別等が認め
られる．これらは表面化することは少ないが，
そこで行われていることに対して子どもが語る
言葉をもちえないということが背景にあると考
えられる．

筆者は，以前，ある園で行われていた描画指
導に目を疑ったことがある．それは，５歳児に
自分の顔を描かせるのだが，保育者が目や鼻の
描き方を示して同じように描くことを指示し，
肌の色も決めるのである．保育者の価値観が押
し付けられた描画は，どの絵も同じ顔となり，
どこにその子らしさが表われているのかが分か
らなかった．何か他にねらいがあったのかもし
れないが，一人一人の表現，イメージが大切に
されるべきではないかと思う．
２．乳幼児の人権

乳幼児の人権を考える際，二つの視点をもつ
ことが必要であると言われている．一つは，子
どもの人権を守るという視点であり，一つは，
子どもに人権力を育むという視点である．
①子どもの人権を守る
「保育所保育指針」には，第一章総則の４に，

保育所の社会的責任として，（１）保育所は，子
どもの人権に十分配慮するとともに，子ども一
人一人の人格を尊重して保育を行わなければな
らない．と記されている．下線は筆者による。（厚
生労働省「保育所保育指針」2008）

また，「幼保連携型認定こども園教育・保育要
領」には，第３章，第１一般的な配慮事項の６
に「園児の主体的な活動を促すためには，保育
教諭等が多様なかかわりを持つことが重要であ
ることを踏まえ，保育教諭等は，理解者，協同
作業者など様々な役割を果たし，園児の情緒の
安定や発達に必要な豊かな体験が得られるよう，
活動の場面に応じて，園児の人権や園児一人一
人の個人差等に配慮した適切な指導を行うよう
にすること」と記されている．下線は筆者による．

（内閣府「幼保連携型認定こども園教育・保育要
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「反偏見」は，偏見を“おかしい”“嫌だ”と感じ，
なくそうと行動する力だという．

この力を育むには，様々な人たちと出会い，
その思いを知ることや，人がもつ多様な違いを

“正確に知る”こと，様々な文化の良さに出合う
ことが重要だとしている．そして，この“出会い”
や“正しい理解”が，偏見がかった見方に出合っ
た時に，おかしいと指摘し，偏見をなくすため
の行動を起こす力の土台を築くとしている．（玉
置哲準「子どもの人権力を育てる－尊敬を軸に
した人権保育」　解放出版社 2008）

では，これらの人権力を保育・教育の中で，
どう培っていけばよいのか，常磐会短期大学　
ト田真一郎氏は，視点を下記のようにあげてい
る．
ⅰ　人権力は，遊びや生活の中で育まれる．

乳幼児期は，遊びや生活を通して発達に必要
な経験を積み上げていく時期である．つまり，
人権力も遊びや生活の中の様々な機会や場，状
況の中で育まれるということを踏まえておく必
要がある．
ⅱ　遊びや生活の中で，どのような人権力が育
まれるのかを意識する．

例えばブランコに乗ること一つ取り上げても，
同じ幼児がずっと乗り続けていたら，待ってい
る幼児は「○○ちゃんばっかり，ズルイ！」と
声をあげるだろう．こうした機会に，相手の気
持ちを考えさせることやどうしたらよいかを子
どもと共に見出していくことが必要だろう．は
じめから約束事やルールがあるのではなく，遊
びや生活の中で子どもたちがその必要感を感じ
ていくことが大切である．

子ども自身が相手の思いに気付き，どうした
らよいかを考え，解決していく力を体得してい
くことが大事である．
ⅲ　遊び込むことを大切にする．

時間から時間のぶつぶつと途切れた保育や保
育者から一方的に教授される保育では，子ども
自身に自ら物事に取り組む意欲や考える力を育
むことは難しい．しかし，子どもたちが遊びに
没入し，十分に遊び込むことは，子どもの興味
や関心を広げ，物事へ取り組む意欲や困難なこ
とに出合っても乗り越えていく力を培う．この
過程で，人とかかわる力や感性，人権力が育ま
れるのである．

保育者は，没頭して遊び込むことができる豊
かな環境を保障することが大切である．
ⅳ　その幼児が感じている遊びの面白さを捉え

三つめは，保育者が自分自身のかかわりを振
り返ることである．保育者のかかわり方は，乳
幼児の言動や心の動きに映しだされる．例えば，
温かな言葉かけで一人一人を大切にし，自主性
や主体性を重んじる保育者の学級においては，
幼児同士が互いに認め合う関係性が培われ協同
的な学びが実現される．保育者の姿勢，考え方，
かかわり方等が，子どもの健やかな成長に大き
な影響を及ぼすのである．このことを踏まえて，
保育者は常に，自分自身のかかわりを振り返り，
より良い保育に心がけることが重要である．
②子どもの人権力を育む

乳幼児期は偏見と無縁の時期ではない．アメ
リカにおける研究では，「乳幼児は早ければ６ヶ
月ころから肌の色の違いに気付きはじめていて，
３歳ころまでに肌の色への社会的偏見を吸収し，
白い肌は肯定的に黒い肌には否定的に反応する
ようになる」と，具体的に示されている．（L ダ
－マン スパークス「ななめから見ない保育－ア
メリカの人権カリキュラム」解放出版社 1994）

即ち，乳幼児は，社会的な偏見につながるよ
うな物事の見方，捉え方を少しずつ吸収してい
るというのである．このことを踏まえると，乳
幼児期からの人権教育は非常に重要である．

元大阪教育大学教授　玉置哲淳氏は，子ども
に育みたい人権力を３つあげている．それは，「尊
敬」「公平」「反偏見」である．

まず，「尊敬」は，“自分が好き”“仲間や友達
のことが好き”という気持ちをもち，自分や仲
間の尊厳を守るために行動できる力を育てるこ
とだとしている．さらにこの力をもつことで，「自
己への尊敬」「他者への尊敬」「生命への尊敬」「言
う力と聞く力をもつこと」が培われていくとし
ている．
「公平」は，不当な扱いに気付き，改善しよう

とする力を育むことである．
様々な人権問題には，「公平・不公平」をめぐ

る問題がある．ある属性をもっていることを理
由に他者よりも不当に低く取り扱うことが差別
であるが，このことに気付き，改善するために
はどうしたらよいかを考え行動していく力を培
うことが大切であるとしている．

この力を育むには，まず，自己主張をさせる
ことが必要である．自己主張することによって
ぶつかりあいやトラブルがうまれるが，そこか
ら自分たちで納得する方法を見出させていく．
自分たちで問題解決をできるようにしていくこ
とが必要である．
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る．現代では育児に積極的にかかわる男性は多
いが，一昔前までの日本においては，社会で働
き活躍するのは男性，家事や育児は女性が担う
という偏った考え方が普通であったように思う．
しかし，女性も社会へ出て活躍し，自己実現を
図ることは女性の人権から考えれば当然であり，
夫婦共に働き，共に育児や家事を担うことが当
り前の世の中になりつつある．とは言え，残念
ながら，世界経済フォーラムが公表した 2015 年
版「男女格差報告」では，日本の平等度合いは
145 国で 101 番目となっている．先進国で最低の
水準となっており，世界から見てみると日本に
おける男女格差はまだまだ解消されていないの
である．

このことを示すように，日常の何気ない会話
や言葉の中に男女の役割意識を植え付けるよう
なものが多くある．

例えば，幼稚園に通う M 児の家庭は，毎朝，
母親が M 児を送ってくる．ある日，父親が M
児を連れて登園してきたところ，保育者は，「M
ちゃん，今日はお父さんが送ってくれたのね．
お父さん，えらいね」と言った．

また，別の保育所では，S 児のスカートに綻
びを見付けた保育者が，「S ちゃん，スカートが
綻んでいるわ．お母さんに縫ってもらおうね」
と言った．

これらは，何気ない保育者の一言ではあるが，
無意識のうちに男女の役割意識を表したもので
ある．そしてある意味，子どもに偏った考え方
を植え付けているとも言える．振り返れば，筆
者も同じようなことを言っていただろう．また，
男はかくあるべき，女はこうあるべきなどといっ
た固定観念もどこかにあり，知らず知らずのう
ちに，それらを子どもたちに刷り込んでいたの
ではないかと，反省もする．

従って保育者は常日頃から自分自身の人権感
覚を客観的にチェックすることが欠かせないの
である．

見直しは，子どもとのかかわり，保護者との
かかわり，保育室の環境，発行する文書等，様々
な視点から行うことが必要である．

東京都教育委員会は，毎年幼稚園，小学校，
中学校の教員向けに「人権プログラム」を作成，
配付し人権意識の向上を図っている．その中に，
各教員が人権感覚を振り返るチェックリストが
ある．研修会においては，このチェックリスト
を活用した．

る．
同じ砂遊びをしていても，一人一人が感じる

面白さは異なる．砂の感触を楽しむ幼児もいれ
ば，土管につめた砂にどのくらい水を入れると
土石流のような現象が起こるかを面白がる幼児
もいる．友達とのごっこ遊びから抜けていく幼
児は友達とイメージがかみ合わなくなったから
ということもある．

保育者が，一人一人の幼児が感じている遊び
の面白さを捉えることは，一人一人の幼児の世
界を大切にすることであり，その育ちを促すこ
とにもつながる．それがまた，幼児に人権力を
培うのである．

（ト田真一郎「乳幼児期の子どもの人権を守り・
育む」　人権学習シリーズ 2014）
３．保育における課題

保育現場において保育者は，乳幼児一人一人
の健やかな成長を願い，育ちにそって必要な経
験ができるように環境を整え，丁寧な保育・教
育に心をくだいている．

しかしながら，保育観や子ども観は別にして，
保育者一人一人が歩んできた人生によって培わ
れている生活感や価値観はそれぞれに異なる．
そして，それは，知らず知らずのうちに所作や
言動に現れる．また，理性では差別や偏見を持
つことは否定していても，無意識のうちに，差
別や偏見に基づく言動をとっていることも多い．

であるからこそ，自分の人権感覚や意識を定
期的にチェックすることが必要なのである．

研修会においては，具体的な事例を取り上げ，
いくつかの視点で考えてもらった．

取り上げた事例のうちから一つを示す．

事例１．乳児の食事の場面にて
ある保育者が自分が担当する乳児 A 児と

B 児を前にして，スプーンで食事をあげてい
ます．

A 児と B 児に交互に食べさせているので
すが，保育者は無表情，言葉をかけるでもな
く，機械的に与えている感じです．
a. A 児，B 児は言葉こそ出ませんが，何を感

じているでしょう．
b. 問題点をあげてみよう．
c. あなただったら，どうしますか．

４．人権感覚をみなおす
人の価値観は，その人が育った背景にある社

会や文化，時代によって培われている側面もあ
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